

















































































総面積(加） 田 畑 樹園地 牧草地
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~0.5ha 0.5～1 1～1.5 1.5～2 2～2.5 2.5～3 3～5 5ha～
1，105 690 234 65 22 16 14 0
(51.5） (32.2） (10.9） (3.0） (1．0） (0．7） (0．7） （－）
29 39 44 30 36 13 26 0
(13.4） (18.0） (20.3） (13.8） (16.6） (6．0） (12.0） （－）
776 900 670 303 93 27 15 4
(27.8） (32.3） (24.0） (10.9） (3．3） (1．0） (0.5） (0.1）
683 833 272 86 20 8 8 1
(35.7） (43.6） (14.2） (4.5） (1．0） (0．4） (0.4） (0.05）
2，593 2，462 1,220 484 171 64 63 5












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































根菜類 14，966，070 1,766,818,770 118 8,872,999 991.089.704 112 6.391.574 768．424．823 235 56 43 78
葉茎菜類 19，745，862 2.077.334.813 105 9.822.160 1,006,915,968 103 4,992,736 595.753.154 244 48 29 59
果菜類 11．223．813 2，483，743，414 221 5.671.585 981.475.418 173 3.201,141 521.992.181 163 40 21 53
豆 科野菜 643.723 239,508,828 372 291.454 84，498，038 290 218.869 59．510．249 272 35 25 70
土物類 14．881．135 1.446.300.742 97 1．793．085 258,656,419 144 1．371．376 212.271.604 155 18 15 82
香辛野菜および
つま物類
1.200.527 1.200.527 311 744,913 136,995,070 184 523.208 75．304．052 144 37 20 55
果実的野菜 8．252．180 8．252．180 202 5，816，065 665.673.254 114 2．979．641 327.686.316 110 40 25 62
合 計 70，913，310 10．050．519．136 142 33．012．261 4．125．303．891 125 19．678．545 2．560．944．379 130 41 25 62
－70－
問題は，市街化地域での農地かい廃転用，山間山麓地域での兼業化のもと
で，地場市場むけの野菜生産が後退しているために，金沢市中央卸売市場で
の地場野菜ウエイトが年々低下していることである（表9)｡同市場における
野菜の地場物（金沢市内産）の供給率（昭和54年）は，全体の25％，県内産
の62％にとどまっている。
人･口42万人を数える地方中核都市金沢は，それが育んだ独自の食文化．食
生活を基礎にして，生鮮食料品にたいする大きな地場市場を形成している。
しかも，1960年代以降の生鮮野菜の大産地から大都市市場への広域流通政策
は，生産者にとっては出荷流通経費を膨張させ，消費者にとってはそれだけ
消費者価格を高いものにするという矛盾を激化させている。こうして，都市
においても多様な地場野菜生産・地場流通を発展させることの重要性が認識
されつつある。
金沢市農業は，まず何よりも金沢市民をはじめとする地場市場への総合的
な食糧供給力を高めることに努力すべきであろう。地域の食文化．食生活の
独自性を大切にし，それを守り育てることと，地域の農業の発展方向とを結
合すべきである。もちろん大都市市場への輸送園芸作物を全面否定するわけ
ではないが，金沢市農業の産地としての基本方向を金沢市民の食生活を保証
することにおき，その余力を輸送園芸作物におくと考えたい。稲作と野菜作
とを基幹部門としてきた金沢市農業にとって，とくに地場市場むけ野菜作の
全面的な発展こそ，農業発展の基本的な支柱となる。しかも，市民の多様な
食料需要にこたえるためには，農業の生産力を個々の農家レベルで高めると
いう観点にとどまらず，地域としても生産力の総合的な発展を必要とする。
そのためには，なによりも水田農業の総合的な発展が必要であり，さらに短
期的には実現が困難であるとしても，稲作・野菜作をはじめとする耕種部門
と畜産部門を農家の経営レベルでも，また地域的にも有機的に結合させて，
農業を総合的に発展させることが条件となる。
〔小稿は金沢大学経済学会第1回定例研究会（昭和56年7月2日）でおこ
なった報告「金沢市農業の諸問題と今後の展望」をもとにしている。なお，
私が金沢市農業にかかわることになったのは，金沢市新農業ビジョン策定の
ためのコンサルタント活動に昭和55年度に参加したことを契機にしている。
したがって，小稿はその多くを，京都大学名誉教授桑原正信先生をはじめ．
－71－
ンサルタント団の集団研究に依拠していることを附言しておきたい。小稿で
述べた金沢市農業の発展方向を具体化していくための基本的課題については，
全国農業構造改善協会「1980年代の金沢市農政の方向と課題について－金
沢市新農業ビジョン策定のためのコンサルタント意見書一一」（昭和56年3
月）を参照されたい｡〕
